
し
花
隈
の
は
な
や
か
さ
が
三
番
里
で
開
く

盛
大
だ
っ
た

松
の
家
五
十
年
を
祝
う
会

里

▲花束をうけるしづ・礼栄・征二郎さん

花
隈
の
料
亭
〃
松
の
家
″
が
、
十
一

月
十
二
日
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

大
ホ
ー
ル
で
、
五
十
年
の
歴
史
を
祝
う

会
が
開
か
れ
、
二
百
名
の
財
界
、
文
化

人
客
と
花
隈
連
中
五
十
名
の
出
演
で
、

は
な
や
か
な
な
か
に
も
楽
し
さ
あ
ふ
れ

る
集
い
に
な
っ
た
。

〃
松
の
家
″
は
、
女
将
の
し
づ
さ
ん
が

取
神
戸
へ
き
た
の
が
明
治
二
十
六
年
十
五

癖
の
年
。
西
常
盤
の
通
い
さ
ん
の
項
は
西

和雷
園
寺
公
望
、
桂
太
郎
も
そ
こ
へ
と
ま
つ

唾
た
と
い
う
。
花
隈
に
松
の
家
を
か
ま
え

ま
た
の
が
大
正
六
年
以
来
五
十
年
。
今
、

↑
ご
寮
さ
ん
で
あ
る
娘
の
礼
栄
さ
ん
ま
た

ソメ
孫
に
あ
た
る
長
女
曜
冨
子
さ
ん
長
男
征

▲
二
郎
さ
ん
と
、
明
治
大
正
、
昭
和
三
代

が
そ
ろ
っ
て
、
〃
松
の
家
″
〃
く
ら
ぶ

花
隈
〃
〃
古
紋
〃
と
時
流
に
そ
っ
た
経

営
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

当
日
は
、
花
隈
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
が

そ
ろ
っ
て
〃
三
番
里
〃
〃
昭
和
元
禄
花

見
踊
〃
を
舞
っ
て
、
や
ん
や
の
拍
手
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
神
戸
銀
行
石
野
頭
取
、

乾
汽
船
社
長
が
贈
る
。
残
念
な
が
ら
当

日
は
曜
冨
子
さ
ん
が
病
気
と
な
っ
て
、

出
席
で
き
ず
、
し
づ
、
礼
栄
、
征
二
郎

さ
ん
の
三
人
が
花
隈
連
か
ら
花
束
を
う

け
る
。
マ
リ
ア
リ
グ
レ
ス
テ
ィ
が
懸
命

の
司
会
。
礼
栄
さ
ん
の
ベ
ッ
サ
メ
ム
ー

チ
ヨ
、
鈴
丸
さ
ん
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ

ヤ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
・

最
後
は
花
隈
松
の
家
連
の
花
隈
お
ど

り
で
手
を
し
め
、
最
高
の
花
隈
デ
ー
は

な
ご
や
か
に
幕
を
降
ろ
し
た
。
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●
神
戸
の
集
い
か
ら

藤
本
義
一
「
洋
酒
伝
来
」
出
版
記
念
会

サ
ン
ト
リ
ー
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
藤
本

義
一
氏
が
、
長
年
の
洋
酒
へ
の
愛
着
を
こ

め
て
ウ
ン
チ
ク
を
か
た
む
け
た
「
洋
酒
伝

来
」
の
出
版
記
念
会
が
、
ｎ
月
肥
日
土
曜

日
午
後
５
時
よ
り
、
相
楽
園
会
館
の
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。

詩
人
と
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

文
化
人
と
し
て
の
藤
本
氏
の
巾
広
い
活
躍

を
物
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
出
席
者

の
顔
ぶ
れ
。
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
、
小

磯
良
平
、
竹
中
郁
、
朝
比
奈
隆
、
白
川
渥

田
辺
聖
子
夫
妻
、
新
谷
秀
雄
、
大
鋸
時
雄

福
富
震
一
、
芳
美
夫
妻
、
元
永
定
正
、
佐

々
木
侃
二
、
港
野
喜
代
子
、
竹
田
洋
太
郎

各
氏
な
ど
阪
神
間
の
文
化
人
が
集
い
、
司

会
も
兼
ね
た
藤
本
氏
を
は
げ
ま
し
た
。

昭
和
虹
年
２
月
の
例
会
か
ら
地
味
な
活

動
を
つ
づ
け
て
い
る
「
家
庭
と
教
育
の

会
」
が
昨
年
３
月
で
通
算
二
百
回
に
達
し

さ
る
皿
月
型
日
、
協
和
会
館
に
お
け
る
二

一
四
回
目
の
同
例
会
で
、
「
家
庭
と
教
育
の

会
」
二
百
回
記
念
「
若
松
二
郎
」
を
励
ま

す
会
が
開
か
れ
た
。
若
松
二
郎
先
生
は
現

在
大
橋
中
学
の
教
論
で
、
昭
和
釦
年
６
月

鷹
取
中
学
教
論
当
時
に
同
会
を
発
足
さ
せ

母
親
と
の
対
話
を
通
し
て
教
育
活
動
を
す

す
め
る
一
方
、
つ
ね
に
教
育
の
根
本
か
ら

の
改
革
を
叫
び
つ
づ
け
、
ま
た
ア
ジ
ア
の

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
教
育

界
に
あ
っ
て
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

会
場
に
は
県
青
少
年
本
部
長
の
田
村
亨

氏
、
県
教
育
委
員
長
小
林
芳
夫
氏
、
大
阪

市
大
教
授
岸
本
通
天
氏
、
神
大
教
授
井
関

清
志
氏
、
ま
た
東
京
か
ら
は
国
語
の
石
井

方
式
と
し
て
有
名
な
大
東
文
化
大
学
講
師

石
井
勲
氏
や
李
文
振
氏
、
韓
国
領
事
館
員

前
星
漕
氏
、
中
学
校
の
父
兄
の
方
な
ど
八

十
人
が
参
加
し
た
。

⑧
神
戸
の
集
い
か
ら

「
若
松
二
郎
」
を
励
ま
す
会

セ
ン
タ
ー
街
の
フ
ラ
ン
ス
菓
子
〃
ベ
ル
〃

が
東
部
埋
立
地
第
三
工
区
に
建
設
中
の
灘

工
場
が
完
成
、
そ
の
落
成
式
が
去
る
十
一

月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
。
鉄
筋
４
階

建
て
の
こ
の
ビ
ル
で
、
製
菓
、
製
パ
ン
の

す
べ
て
が
行
わ
れ
、
３
階
、
４
階
は
寮
設

備
が
完
備
、
徹
夜
作
業
で
作
ら
れ
た
焼
き

た
て
の
パ
ン
、
菓
子
が
こ
こ
か
ら
各
販
売

店
に
発
送
さ
れ
る
し
く
み
。

又
、
当
日
、
ベ
ル
の
新
製
品
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
紹
介
さ
れ
、
正
式
に
ベ
ル
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
製
造
進
出
の
む
ね
、
発
表
さ
れ

た
。
祝
賀
会
も
二
部
に
分
か
れ
、
百
五
○

名
が
出
席
、
躍
進
〃
ベ
ル
〃
の
成
大
な
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

●
神
戸
の
集
い
か
ら

ベ
ル
灘
工
場
落
成
祝
賀
会

朝
串
。
、
、
叱
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て
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
か
わ
か
ら
ぬ
わ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
当
時
は

新
聞
ダ
ネ
に
も
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
ぬ
程
度
の
ス
ポ
ー
ツ
扱
い
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

大
正
十
一
年
に
な
っ
て
神
戸
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
新
し
い

刺
激
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
関
西
学
院
と
神
戸
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
両
者
が
共
同
で
体
育
指
導
の
た
め
招
い
た
ア
メ
リ
カ
人

の
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
氏
の
来
日
で
あ
る
。
彼
は
当
時
躯
歳
、
１
腕
釦

に
も
足
ら
ぬ
小
男
だ
っ
た
が
、
機
敏
で
野
球
、
陸
上
競
技
、
ボ
ク

シ
ン
グ
な
ど
に
も
精
通
し
、
し
か
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
発
祥

地
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ル
ド
大
学
を
卒
業
後
た
だ
ち
に
来
た
も
の
だ

っ
た
か
ら
、
神
戸
の
運
動
界
に
一
つ
の
転
機
を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
新
聞
記
事
に
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
試
合
が
同
年
九
月
二
十
四

神戸遊戯誌６４

写
真
左
は
、
明
治
神
宮
大
会
で
優
勝
し
た

山
手
高
女
の
卒
業
生
か
ら
な
る
山
手
ク
ラ
ブ

昭
和
四
年
、
西
宮
で
の
第
一
回
国
体
で
優
勝

し
た
が
、
三
年
後
に
解
散
し
た
。

☆
大
正
期
の
名
門
は
甲
南
高
校
と
柏
原
高
女

最
初
は
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
」
と
ま
で
い
い
は
や
さ
れ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
、
後
年
し
だ
い
に
学
校
へ
、
さ
ら
に
社
会
人

間
へ
と
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
経
過
に
つ
い
て
は
前
回
で
す
で
に
述

べ
た
が
、
兵
庫
県
で
行
な
わ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム

の
記
事
が
新
聞
紙
上
に
現
わ
れ
た
の
は
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

三
月
二
十
四
日
の
朝
日
新
聞
は
じ
め
各
紙
々
上
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
当
日
の
朝
日
新
聞
に
は
「
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
体
育
部
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
在
泊
中
の
米
艦
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
乗
組
員
チ
ー

ム
と
一
一
十
四
日
午
後
８
時
よ
り
会
館
広
間
に
て
対
戦
す
べ
し
」
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
翌
日
の
朝
毎

神
な
ど
の
各
紙
上
に
は
そ
の
記
録
が
の
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ

写
真
左
は
、
昭
和
２
年
の
関
西
篭
球
選
手

権
大
会
で
優
勝
し
た
関
学
チ
ー
ム
。

写
真
右
は
、
昭
和
理
年
、
闘
年
と
全

日
本
総
合
選
手
権
で
連
続
優
勝
を
と
げ

た
神
戸
学
士
ク
ラ
ブ
。

阪
神
間
の
旧
帝
大
卒
業
者
で
結
成
さ

れ
、
昭
和
閥
年
頃
ま
で
奮
闘
し
た
。

青 木重雄
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十
四
年
に
な
る
と
各
地
に
チ
ー
ム
が
ふ
え
試
合
数
も
激
増
し
た

が
、
兵
庫
県
関
係
で
は
十
月
の
第
二
回
明
治
神
宮
大
会
に
県
代
表

と
し
て
関
学
と
柏
原
高
女
が
出
場
し
、
関
学
は
不
戦
一
勝
、
第
二

回
戦
は
新
潟
中
学
を
破
っ
た
が
準
優
勝
戦
で
早
大
に
破
れ
、
柏
原

も
一
勝
し
た
が
第
二
回
戦
で
敗
け
た
。
二
月
に
行
な
わ
れ
た
関
西

篭
球
連
盟
主
催
の
第
二
回
関
西
篭
球
選
手
権
大
会
で
も
、
関
学
は

第
二
回
戦
に
勝
ち
進
み
な
が
ら
準
優
勝
戦
で
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
破

れ
た
。
だ
が
、
同
年
末
に
開
か
れ
た
大
阪
体
協
主
催
の
第
二
回
関

西
大
会
（
大
阪
市
立
運
動
場
）
で
は
、
同
校
が
決
勝
戦
で
ヤ
ン
グ

ス
タ
ー
に
勝
ち
初
め
て
の
優
勝
を
な
し
と
げ
た
。

さ
て
、
こ
の
年
県
下
で
は
三
つ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
五
月
下
旬
に
行
な
わ
れ
た
御
影
師
範

主
催
の
県
下
小
学
校
篭
球
大
会
で
あ
り
、
次
は
先
に
書
い
た
第
二

回
明
治
神
宮
大
会
の
県
予
選
（
兵
庫
県
主
催
）
で
関
学
と
柏
原
高

女
が
優
勝
し
た
こ
と
だ
っ
た
が
、
い
ま
一
つ
の
大
会
は
男
子
に
先

ん
じ
て
女
学
校
が
持
っ
た
第
一
回
県
下
女
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
県
女
子
体
育
協
会
主
催
、
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
通
信
局

後
援
）
だ
っ
た
。
神
戸
市
立
第
一
高
女
校
庭
で
十
一
月
八
日
に
開

か
れ
、
参
加
校
は
市
立
一
女
、
明
石
女
師
、
柏
原
高
女
、
高
砂
実

科
、
姫
路
高
女
、
姫
路
実
科
、
姫
路
女
師
な
ど
の
諸
チ
ー
ム
だ
っ

た
が
、
先
日
の
明
治
神
宮
競
技
に
出
場
し
た
柏
原
は
さ
す
が
に
強

く
、
得
意
の
パ
ス
と
ロ
ン
グ
・
シ
ュ
ー
ト
に
も
の
を
い
わ
せ
て
他

チ
ー
ム
を
寄
せ
つ
け
ず
堂
々
と
優
勝
し
た
。
た
い
て
い
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
は
男
子
の
方
が
先
行
し
て
い
る
の
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
県
下
で
は
女
子
の
方
が
先
に
公
式
大
会
を
催
し
た
こ
と
は
特

記
さ
れ
て
よ
い
こ
と
だ
ろ
う
。
翌
年
の
第
二
回
大
会
に
は
神
戸
か

ら
県
立
一
女
と
親
和
高
女
が
新
し
く
参
加
し
た
が
、
新
進
親
和
が

強
豪
柏
原
高
女
と
姫
路
市
女
を
破
っ
て
み
ご
と
な
優
勝
を
と
げ
た

ま
た
、
小
学
校
大
会
の
第
二
回
目
も
御
師
校
庭
で
開
か
れ
、
御
影

第
二
、
入
江
、
精
道
、
尼
崎
、
附
属
小
の
五
校
が
出
場
、
結
局
附

属
小
が
制
覇
し
た
。
一
方
関
学
と
早
大
の
第
一
回
定
期
戦
が
一
昨

年
の
と
り
き
め
ど
お
り
、
十
二
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、
上
京
の
関

学
は
二
敗
を
喫
し
た
。
（
四
一
一
一
・
一
一
・
二
○
記
）

注
松
本
幸
雄
氏
の
「
大
正
年
間
に
お
け
る
兵
庫
県
寵
球
界
」
か
ら
、
か
な
り
引
用

せ
さ
て
頂
き
ま
し
た
。

8７

日
の
新
聞
に
の
っ
て
い
る
が
、
（
Ａ
組
）
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
別
ｌ
肥

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
（
Ｂ
組
）
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
妬
ｌ
妬
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
両
組
と
も
神
戸
が
破
れ
て
い
る
。
そ
の
他
お
も
だ
っ
た
当
時

の
試
合
を
拾
っ
て
み
る
と
、
大
正
十
一
年
に
は
神
戸
ブ
ラ
ッ
ク
ベ

ア
ー
ｕ
ｌ
ｍ
大
阪
ブ
ル
ド
ッ
グ
、
神
戸
外
人
ク
ラ
ブ
弘
Ｉ
⑫
大
阪

Ｇ
・
Ｂ
倶
、
神
戸
第
一
銀
行
肥
ｌ
肥
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
十
二
年
は

神
戸
外
人
団
面
１
超
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
中
外
商
業
（
現
在
の
県
立

尼
崎
北
高
校
）
⑫
Ｉ
４
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
戦
績
が
あ
る
。
ほ

か
に
試
合
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
甲
南
高
校
、
関
西
学
院
、

甲
南
中
学
な
ど
が
県
下
で
活
躍
を
開
始
し
て
い
た
。

大
正
十
三
年
は
全
国
的
に
は
東
京
で
は
「
全
日
本
学
生
篭
球
連

合
」
が
作
ら
れ
て
全
国
大
学
専
門
学
校
チ
ー
ム
の
参
加
を
求
め
た

年
で
よ
う
や
く
学
生
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
本
格
化
し
て
き
た

が
、
関
西
で
も
関
西
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
第
一
回
関

西
篭
球
大
会
が
大
阪
で
挙
行
さ
れ
、
神
戸
か
ら
は
神
戸
カ
ナ
ダ
学

校
、
甲
南
高
校
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
神
戸
外
人
チ
ー
ム
な
ど
が
参

加
し
た
。
そ
の
他
関
西
で
行
な
わ
れ
た
も
の
に
は
第
一
回
女
子
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
中
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
試
合
が
あ
り
、
ま
た

第
一
回
講
習
会
が
大
阪
市
設
運
動
場
で
開
か
れ
た
。
目
を
兵
庫
県

に
転
ず
る
と
、
県
下
大
会
は
ま
だ
開
か
れ
ず
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や

特
定
の
日
本
人
チ
ー
ム
が
各
地
か
ら
遠
征
し
て
来
る
チ
ー
ム
を
相

手
と
し
て
の
交
歓
試
合
が
依
然
と
し
て
多
い
実
情
だ
っ
た
が
、
そ

の
中
で
異
色
あ
る
大
会
と
し
て
甲
南
高
校
主
催
の
「
関
西
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
十
一
月
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
商

業
、
工
業
、
師
範
学
校
を
除
く
純
然
た
る
中
学
校
だ
け
の
大
会
で

あ
る
点
が
他
の
大
会
と
お
も
む
き
を
異
に
し
て
い
た
が
、
会
場
は

同
校
の
正
方
形
に
近
い
狭
い
体
育
館
と
屋
外
コ
ー
ト
を
使
用
し
て

行
な
わ
れ
た
。
参
加
校
数
は
記
録
が
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
甲
南

中
学
Ａ
組
が
高
津
中
学
Ｂ
組
を
“
ｌ
狸
で
破
っ
て
優
勝
し
て
い
る

ま
た
、
十
二
月
に
は
早
大
と
新
進
の
関
西
学
院
高
等
部
と
の
ゲ
ー

ム
が
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
コ
ー
ト
で
行
な
わ
れ
、
妬
ｌ
別
で
関
学
の
敗

戦
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
日
本
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
定
期
戦
で
最
古
の
歴
史
を
持
つ
両
大
学
の
定
期
戦
が
計
画
さ

れ
、
大
正
十
五
年
を
第
一
回
と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
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＊

ひ
と
く
ち
に
い
っ
て
、
人
の
「
世
話
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

エ
ラ
イ
仕
事
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
世
間
に
は
「
世
話
好
き
」
人
種

が
い
て
、
運
動
会
か
ら
遠
足
か
ら
、
大
い
に
張
り
切
っ
て
す
る
人

も
い
る
が
、
本
当
の
世
話
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
会
合
に
だ
れ
と
だ
れ
と
に
出
席
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
も
、
Ａ
と
い
う
人
の
職
業
、
研
究
テ
ー
マ
、
性
格
、
Ｂ

と
い
う
人
の
同
様
な
点
、
さ
ら
に
夫
人
同
伴
の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な

れ
ば
そ
の
夫
人
同
志
の
感
情
の
問
題
な
ど
、
行
き
届
い
た
知
識
と

観
察
眼
を
働
か
せ
て
人
選
や
ア
レ
ン
ジ
を
や
る
。
さ
ら
に
会
合
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
話
題
の
焦
点
を
つ
か
ん
で
、
だ
れ
に
も
満
足
の

い
く
会
話
を
運
ぶ
雰
囲
気
を
つ
く
る
。
こ
れ
が
い
わ
ば
本
当
の
世

話
で
あ
る
。
大
変
な
こ
と
だ
が
、
そ
の
う
え
、
出
席
す
る
人
の
国

が
ち
が
い
、
話
す
言
葉
も
ち
が
う
と
す
る
と
ど
う
な
る
か
、
ち
ょ

っ
と
そ
の
大
変
さ
は
想
像
に
余
り
あ
る
。
し
か
も
世
話
役
な
る
も

の
が
表
面
に
出
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
役
を
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
長
い
間
し
て
こ
ら
れ

た
の
が
星
野
冨
士
子
さ
ん
だ
。
そ
う
い
っ
た
会
合
な
ど
よ
り
も
、

戦
後
大
勢
の
人
が
神
戸
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
し
て
多
く
の
も
の

を
学
ん
で
帰
っ
た
が
、
そ
の
人
た
ち
の
導
び
き
手
と
し
て
の
星
野

さ
ん
の
仕
事
は
ず
っ
と
大
き
い
。
た
だ
、
こ
の
功
績
に
対
し
て
は

兵
庫
県
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
兵
庫
県
文
化
賞
も
与
え

ら
れ
た
の
で
こ
と
さ
ら
申
し
上
げ
な
い
。

星
野
さ
ん
は
戦
後
、
大
阪
の
米
軍
政
部
教
育
課
に
つ
と
め
、
昭

和
二
十
六
年
、
神
戸
の
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
た

私
が
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
も
こ
の
頃
だ
か
ら
、
思
い
出

せ
ば
な
が
い
お
つ
き
合
い
で
あ
る
。
星
野
さ
ん
の
交
際
範
囲
は
米

国
側
の
人
は
別
と
し
て
、
知
事
、
市
長
か
ら
大
学
の
先
生
方
、
評

論
家
と
極
め
て
広
い
が
、
私
な
ど
は
ま
あ
そ
の
中
で
い
ち
ば
ん
ガ

マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ

＊ ＊

＊
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冨
士
子
ざ
ん

＊

竹
田
洋
太
郎 ＊

こ
こ
で
突
然
「
酒
」
の
話
が
出
て
く
る
が
、
星
野
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
会
合
の
縁
の
下
の
力
も
ち
を
さ
れ
る
。
そ
ん
な
と
き
、

少
々
ケ
ッ
タ
イ
ナ
人
間
が
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
、
私

に
お
よ
び
が
か
か
っ
た
こ
と
が
一
再
な
ら
ず
あ
る
。
い
い
お
酒
が

ゆ
っ
く
り
飲
め
る
と
、
い
や
し
い
私
は
い
そ
い
そ
出
か
け
る
。
そ

の
お
か
げ
で
、
私
と
し
て
は
逆
に
す
ぐ
れ
た
人
物
に
会
わ
せ
て
も

ら
え
る
と
い
う
喜
び
が
あ
っ
た
。
音
楽
家
の
ア
イ
ザ
ッ
ク
。
ス
タ

ー
ン
氏
に
、
さ
き
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
紹
介
し
た
前
ア
メ
リ
カ

総
領
事
ス
テ
グ
マ
イ
ャ
ー
氏
邸
で
会
え
た
の
も
、
そ
の
一
つ
だ
っ

た
。星

野
さ
ん
の
英
語
は
、
九
歳
か
ら
の
米
国
育
ち
、
女
子
だ
け
の

有
名
な
バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
を
出
て
お
ら
れ
る
か
ら
大
し
た

も
の
だ
し
、
加
え
て
広
い
知
識
の
持
ち
主
な
の
で
、
来
日
し
た
外

国
人
と
日
本
人
の
専
門
家
と
の
通
訳
は
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い

だ
が
、
と
き
ど
き
イ
ジ
ワ
ル
を
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
な
に
か
の
都

合
で
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
と
私
を
ほ
っ
て
お
い
て
席
を
は
ず
さ

れ
た
り
す
る
。
そ
こ
か
ら
私
の
苦
し
み
が
始
ま
る
の
で
、
た
と
え

ば
、
ス
タ
ー
ン
氏
か
ら
「
君
は
三
味
線
音
楽
の
将
来
を
ど
う
思
う

か
」
な
ど
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
な
ん
と
か
辻
つ
ま
を
合
わ
せ
よ
う

と
お
粗
末
な
英
語
で
乏
し
い
知
識
を
さ
ら
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。と

も
か
く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
人
と
だ
け
で
な
く

人
間
の
社
交
の
基
本
と
い
っ
た
も
の
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
教
え
て

ラ
の
悪
い
方
だ
と
で
も
い
え
る
。
し
か
し
星
野
さ
ん
は
ど
う
思
っ

て
お
ら
れ
る
か
は
別
と
し
て
、
私
に
と
っ
て
は
「
お
ば
さ
ん
」
Ｉ

と
い
う
と
お
若
い
の
に
気
の
毒
だ
が
ｌ
そ
ん
な
感
じ
で
冗
談
を
い

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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蝋

も
ら
っ
た
の
は
、
星
野
さ
ん
か
ら
だ
と
い
え
る
。
と
い
っ
て
も
、

な
ま
け
も
の
の
新
聞
記
者
で
あ
る
私
が
、
い
き
な
り
社
交
人
に
な

れ
る
わ
け
で
も
な
い
が
。

》
》 1 』蕊: 騨蕊蕊軽g 霧霧 :監群錐: 鎧: 旨』弓: 漆隆

荏ロ
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甥

境
津
野

古

義蕊§
6鰯『蛾芋

さ
ん
の
父
君
で
あ
る
角
田
柳
作
氏
で
あ
る
。
角
田
氏
の
こ
と
は
文

芸
春
秋
社
で
も
一
度
紹
介
さ
れ
た
が
、
長
く
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の

日
本
図
書
館
に
つ
と
め
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
と
い
っ
た
研
究

家
を
育
て
ら
れ
た
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
が
好
き
だ
嫌
い
だ
と
い
っ
て
も
、
太
平
洋
の
両
側
に

あ
る
以
上
、
理
解
し
合
わ
ね
ば
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
の
仕
事
を

父
娘
二
代
に
わ
た
っ
て
さ
れ
た
の
が
角
田
氏
と
星
野
さ
ん
。
し
か

も
、
と
も
に
真
の
意
味
の
「
世
話
役
」
と
し
て
で
あ
る
。

終
戦
後
は
住
吉
の
住
人
。
現
在
神
戸
市
教
育
委
員
と
し
て
働
い

て
お
ら
れ
る
か
ら
、
神
戸
を
代
表
す
る
と
い
う
よ
り
神
戸
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
マ
ダ
ム
で
あ
る
。
貴
重
な
方
だ
が
、
私
は
こ
れ
か

ら
も
、
カ
ク
テ
ル
を
飲
ん
で
ク
ダ
ま
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
覚

悟
し
て
い
て
ほ
し
い
と
申
し
上
げ
て
お
こ
う
。

；

鴬

い
ま
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
が
川
端
康
成

氏
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
い
く
ら
日
本
の
文
学
に
す

ぐ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
世
界
的
な
規
模
で
紹
介
し
な
か

っ
た
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
日
本
人
に
与
え
ら
れ
な
い
。
川
端
氏
の

作
品
は
主
と
し
て
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教

授
）
が
翻
訳
に
当
た
っ
た
が
、
戦
後
、
米
国
で
レ
ベ
ル
の
高
い
日

本
文
学
の
研
究
家
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

戦
勝
国
民
が
戦
敗
国
の
文
学
の
研
究
家
を
出
す
と
い
う
の
も
あ

る
い
は
異
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
星
野

鴬

駐ヨ

騨鰯鴬

；霧Ｉ
龍識撫* ‘
魚::擬議蕊騨蝉鐸｡ :、
競蕊識＊
識溌: 常

蕊議蕊

議
議蕊蕊畔

酎蕊

８９
蕊鴬蕊
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ヘンなページ
Ｃ

少
量
殺
人
事
件

向
井
修
二
八
イ
メ
ー
ジ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
Ｖ

長
い
糸
が
あ
り
ま
し
た
←
小
さ
な
子
供
が
鉄
で
糸
を
切
り
ま
し

た
←
糸
の
先
の
赤
い
風
船
が
青
空
に
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
←
そ
れ

を
見
た
ア
ベ
ッ
ク
が
、
風
船
を
追
い
か
け
て
道
に
と
び
だ
し
ま
し

た
←
ま
ん
悪
く
タ
ク
シ
ー
に
は
ね
ら
れ
、
そ
の
男
女
は
死
に
ま
し

た
←
タ
ク
シ
ー
は
、
は
ね
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
逃
げ
ま
し
た
←
そ

れ
を
見
て
い
た
別
の
タ
ク
シ
ー
が
追
い
か
け
ま
し
た
←
逃
げ
る
タ

ク
シ
ー
に
追
い
か
け
る
タ
ク
シ
ー
が
激
突
し
て
、
二
人
の
運
転
手

は
死
に
ま
し
た
←
そ
れ
に
集
っ
た
ヤ
ジ
馬
の
中
に
、
気
の
弱
い
三

人
の
女
性
が
、
あ
ま
り
の
む
ご
た
ら
し
い
光
景
に
気
を
失
な
い
ま

し
た
←
か
け
つ
け
た
救
急
車
で
病
院
に
運
ぶ
途
中
、
あ
わ
て
て
運

転
を
あ
や
ま
り
一
回
転
、
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
し
て
爆
発
し
、
救
急

車
の
運
転
手
と
医
師
と
、
そ
れ
に
三
人
の
女
性
が
焼
け
死
に
ま
し

た
←
死
ん
だ
女
の
家
族
が
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
飛
行
機
で
羽
田
を

離
陸
し
よ
う
と
し
た
時
、
離
陸
に
失
敗
し
て
、
海
に
落
ち
八
三
人

の
乗
客
が
死
に
ま
し
た
←
そ
の
飛
行
機
会
社
の
社
長
が
責
任
を
追

究
さ
れ
、
家
族
四
人
が
無
理
心
中
を
し
ま
し
た
←
そ
れ
を
発
見
し

た
女
中
が
、
あ
わ
て
て
ス
ト
ー
ブ
を
蹴
り
火
事
に
な
り
ま
し
た
←

そ
の
火
事
が
大
火
に
な
り
、
一
六
四
軒
の
家
が
焼
け
、
三
一
八
人

が
焼
け
死
に
ま
し
た
←
報
道
の
権
利
と
義
務
を
主
張
し
た
記
者
が

人
を
お
し
の
け
ま
し
た
←
世
論
は
騒
ぎ
ま
し
た
←
そ
の
記
者
の
い

る
新
聞
社
に
二
三
五
人
の
人
々
が
談
判
に
つ
め
か
け
ま
し
た
←
警

察
が
一
○
○
人
の
機
動
隊
を
出
し
て
な
だ
め
よ
う
と
し
ま
し
た
←

乱
闘
が
起
り
、
市
民
四
二
人
が
な
ぐ
り
殺
さ
れ
ま
し
た
←
日
頃
の

恨
み
と
ば
か
り
、
全
学
連
が
五
一
一
人
で
警
官
に
石
を
ぶ
つ
け
ま

し
た
←
警
官
の
二
八
人
が
体
中
こ
ぶ
だ
ら
け
に
な
っ
て
死
に
ま
し

た
←
機
動
隊
が
一
○
一
四
人
で
、
四
○
三
人
の
学
生
を
捕
え
ま
し

た
←
怒
っ
た
学
生
が
警
察
に
火
を
つ
け
ま
し
た
←
捕
え
ら
れ
た
学

生
二
○
一
人
と
警
官
三
一
三
人
が
火
事
で
焼
け
死
に
ま
し
た
←
火

事
に
ま
ぎ
れ
て
警
察
か
ら
逃
げ
だ
し
た
脱
獄
犯
人
が
一
二
人
い
ま

し
た
←
金
に
困
っ
て
銀
行
に
入
り
ま
し
た
←
ど
こ
で
手
に
入
れ
た

か
ピ
ス
ト
ル
で
、
支
店
長
以
下
行
員
十
四
人
を
射
殺
し
て
、
現
金

Ｅミ ヘンなページヘンなページ

ヘンなページ
Ｃ
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四
三
五
一
円
を
持
ち
逃
げ
し
ま
し
た
←
途
中
で
一
円
玉
が
落
ち
ま

し
た
←
そ
の
一
円
玉
が
風
に
飛
ん
で
、
女
の
服
の
背
中
に
入
り
ま

し
た
←
そ
の
傍
の
男
に
女
が
「
変
な
こ
と
し
な
い
で
」
と
感
違
い

し
て
肘
鉄
砲
を
喰
ら
わ
し
ま
し
た
←
当
り
ど
こ
ろ
が
悪
く
て
そ
の

男
は
死
に
ま
し
た
←
そ
の
死
ん
だ
男
が
、
さ
き
ほ
ど
銀
行
強
盗
を

し
て
逃
げ
て
き
た
凶
悪
犯
の
一
人
で
し
た
←
残
っ
た
十
一
人
の
凶

悪
犯
人
は
、
お
金
の
山
分
け
の
こ
と
で
殺
し
合
い
に
な
り
、
四
人

生
き
残
り
、
そ
の
中
の
一
人
が
ま
す
ま
す
精
神
異
常
に
な
り
ま
し

た
←
異
常
に
な
っ
た
一
人
が
薬
屋
に
入
り
一
家
皆
殺
し
に
し
ま
し

た
←
薬
を
持
っ
て
山
に
逃
げ
だ
す
途
中
、
一
つ
の
ピ
ン
が
貯
水
池

に
落
ち
ま
し
た
←
そ
こ
か
ら
配
水
さ
れ
る
水
で
顔
を
洗
っ
た
人
々

の
眼
に
毒
が
入
り
、
一
三
、
八
五
一
人
が
死
に
ま
し
た
←
あ
わ
て

た
家
族
は
北
海
道
の
偉
い
先
生
に
新
し
い
五
三
個
の
心
臓
を
送
り

ま
し
た
←
偉
い
先
生
は
、
半
死
に
の
五
三
人
の
病
人
を
探
し
あ
つ

め
ま
し
た
←
心
臓
移
植
を
し
た
け
れ
ど
、
五
三
人
は
四
九
時
間
で

死
に
ま
し
た
←
そ
の
先
生
の
奥
さ
ん
は
首
吊
り
自
殺
を
し
ま
し
た

←
長
い
紐
が
あ
り
ま
し
た
←
小
さ
な
子
供
が
鉄
で
そ
の
紐
を
切
り

ま
し
た
。

筆
者
紹
介

向
井
修
二
氏
は
ア
ン
グ
ラ
ソ
ン
グ
の
曲
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
を
手

懸
け
て
い
ろ
い
ろ
な
店
を
作
っ
た
り
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
、

デ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
台
本
を
書
い
た
り
文
筆
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
出
演
と
大
変

多
忙
、
本
職
？
の
現
代
美
術
の
作
家
と
し
て
も
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
一
人
で

た
え
ず
新
し
い
作
品
を
発
表
し
て
人
を
お
ど
ろ
か
す
ス
ー
パ
ー
マ
ン
的
活
躍
〃
き
ざ

な
男
〃
で
も
有
名
で
、
ま
っ
た
く
画
家
に
見
え
な
い
タ
イ
プ
。
「
や
り
た
い
こ
と
を

何
ん
で
も
な
く
や
る
だ
け
で
す
」
と
は
い
や
は
や
ま
い
り
ま
し
た
、
年
令
二
十
九
才

今
年
は
「
二
頁
で
何
ん
で
も
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
下
さ
い
」
と
依
頼
い
た
し

ま
し
た
。
ご
期
待
下
さ
い
。
編
集
部

都

ヘンなページ 『■

』
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浅木さん、池内さん、神戸税関長（右）

9２

長
に
池
内
さ
ん
を
招
い
た
も
の

記
念
式
典
、
式
辞
、
閲
艇
式

庁
内
巡
視
な
ど
で
多
忙
な
半
日

を
す
ご
し
た
池
内
さ
ん
は
、
仕

☆
池
内
淳
子
さ
ん

コ
ラ
ル
・
キ
タ
ノ
ヘ

皿
月
肥
日
、
東
京
映
画
女
優

池
内
淳
子
さ
ん
が
、
一
日
税
関

長
と
し
て
来
神
。

こ
れ
は
神
戸
税
関
が
慶
応
３

年
岨
月
７
日
、
兵
庫
開
港
と
同

時
に
、
神
戸
税
関
の
前
進
で
あ

る
兵
庫
運
上
所
開
所
以
来
の
百

周
年
を
記
念
し
て
、
一
日
税
関

ラ
サ
〃
〃
渡
辺
〃
〃
タ
ジ
マ
〃

〃
エ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ン
〃
〃
オ

カ
ダ
〃
と
神
戸
の
高
級
専
門
店

の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
と
あ
っ
て

午
前
十
時
の
開
店
と
同
時
に
女

性
群
が
集
ま
っ
て
き
た
。
一
年

分
の
靴
を
買
い
こ
む
Ｏ
Ｌ
、
ハ

ン
ド
バ
ッ
グ
を
五
、
六
個
手
に

し
た
マ
ダ
ム
、
な
ど
な
ど
、
日

頃
の
ケ
チ
ぶ
り
も
ど
こ
へ
や
ら

女
性
の
購
売
欲
は
す
さ
ま
じ
く

二
日
目
の
閉
店
時
に
は
、
目
ぼ

し
い
品
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い

た
。

〃
良
い
品
を
安
く
″
と
い
う

の
は
や
は
り
女
性
の
望
み
で
あ

る
。

神戸百店会だより

年
末
の
お
買
物
の
す
さ
ま
じ

さ
は
毎
年
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

に
先
が
け
て
、
さ
る
十
一
月
二

十
六
、
二
十
七
日
の
二
日
間
阪

神
相
互
銀
行
九
階
で
ラ
ウ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
神
戸
が
〃
ク
リ
ス
マ

ス
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
〃
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
行
な
わ
れ
た

〃
み
よ
し
や
〃
〃
元
町
バ
ザ
ー
〃

〃
ヨ
シ
オ
カ
〃
〃
ス
ギ
ヤ
〃
〃
シ

品
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス
筈

☆
舶
来
雑
貨
の
〃
サ
ノ
ヘ
“
が
そ
ご
う

百
貨
店
３
階
特
選
サ
ロ
ン
に
〃
サ
ノ
ヘ

コ
ー
ナ
ー
〃
を
出
し
ま
し
た
。
シ
ャ
レ

た
舶
来
品
を
楽
し
み
な
が
ら
お
選
び
下

さ
い
。

☆
小
さ
な
休
息
所
〃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
“
が
そ
ご
う
百
貨
店
地
階
に

誕
生
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
直
営
の
こ
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
カ
レ

ー
一
八
○
円
、
エ
ビ
コ
ロ
ッ
ケ
一
八
○

円
と
値
段
も
お
手
頃
。
Ｏ
Ｌ
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
昼
食
に
最
適
で
す
。

★
新
春
早
々
、
〃
中
川
衣
裳
店
”
と

〃
つ
る
や
衣
裳
店
〃
が
展
示
会
を
催
し

ま
す
。
〃
中
川
衣
裳
店
〃
は
一
月
十
五

日
三
宮
ビ
ル
十
階
大
小
ホ
ー
ル
で
、
同

十
九
日
に
は
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
三

階
大
宴
会
場
で
、
ま
た
、
〃
つ
る
や
衣

裳
店
〃
は
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
二
階
大
宴
会
場
で
そ

れ
ぞ
れ
展
示
し
ま
す
の
で
、
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
元
町
通
五
丁
目
、
欧
風
料
理
の
店

〃
ハ
ナ
ワ
グ
リ
ル
〃
の
拡
張
工
事
が
お

わ
り
、
昨
年
ｎ
月
”
日
か
ら
装
い
を
あ

ら
た
に
し
て
オ
ー
プ
ン
。
白
と
こ
げ
茶

の
色
調
で
お
ち
つ
い
た
雰
囲
気
を
だ
し

室
の
照
明
も
、
こ
の
み
に
応
じ
て
自
由

産
大
臣
、
中
小
企
業
庁
長
官
隣

席
の
も
と
に
、
セ
ン
タ
ー
街
の

ち
ん
が
ら
屋
（
三
角
常
夫
社
長
）

が
、
中
小
企
業
の
優
秀
店
と
し

て
「
中
小
企
業
庁
長
官
賞
」
を

授
与
さ
れ
た
。

三
角
氏
は
「
神
戸
市
の
ご
推

せ
ん
が
あ
っ
て
、
私
ど
も
の
店

が
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
が
、

受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
今

後
と
も
店
の
発
展
に
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
』

中
小
企
業
庁
長
官
賞
は
商
店

の
金
鶏
勲
章
と
も
い
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
ち
ん
が
ら
屋
の
ガ

ラ
ス
張
り
の
経
営
合
理
化
に
賞

が
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
。

事
を
終
え
た
後
〃
コ
ラ
ル
・
キ

タ
ノ
〃
へ
立
ち
寄
っ
た
も
の

で
、
見
張
ら
し
の
よ
い
、
静
か

な
〃
コ
ラ
ル
・
キ
タ
ノ
〃
で
食

事
を
と
り
、
お
ち
つ
い
た
ひ
と

と
き
を
す
ご
し
た
。

☆
ち
ん
が
ら
屋
通
産
大
臣
よ
り

中
小
企
業
庁
長
官
賞
う
け
る

さ
る
廻
月
即
日
、
東
京
虎
の

門
の
共
済
会
館
に
お
い
て
、
通

ショッピング風景

☆
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
神
戸

ク
リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
大
好
評

に
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

☆
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
〃
ヒ
ロ
タ
々
が

そ
ご
う
百
貨
店
地
階
に
ヒ
ロ
タ
の
コ
ー

ナ
Ｉ
を
出
し
ま
し
た
。
百
貨
店
進
出
は

は
じ
め
て
で
す
。
神
戸
の
味
覚
が
き
っ

と
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

☆
〃
御
木
本
真
珠
店
々
が
昨
年
十
一
月

二
十
日
付
で
有
限
会
社
か
ら
〃
株
式
会

社
”
に
組
織
換
え
し
ま
し
た
。
正
式
名

は
〃
株
式
会
社
御
木
本
真
珠
店
々
代
表

取
締
役
は
御
木
本
美
隆
氏
で
す
。
今
後

共
よ
ろ
し
く
お
引
立
下
さ
い
。

☆
お
銚
え
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
老
舗
黒
猫
マ

ー
ク
の
〃
神
戸
シ
ャ
ツ
〃
が
渋
谷
東
急

本
店
、
東
急
日
本
橋
店
つ
づ
い
て
、
ｎ

月
記
日
広
島
市
八
丁
堀
の
福
屋
１
階
ワ

イ
シ
ャ
ツ
売
場
に
お
目
見
え
し
ま
し
た

☆
三
宮
神
社
東
〃
栄
弼
々
は
今
月
か
ら

毎
週
水
曜
日
が
休
業
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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一品米斗理、日本；酉も準備いたしております

新
任

なごやか‘な
ムード

すばらしい
眺望／
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☆大小宴会、ＴｅａP a r t y にご利用下さい☆

S ＴＡＮＤ
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神戸市生田区加納町４（阪急三宮山側但馬銀行北小路入る）

9４
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9５

「 蕊

ＲＥＳＴＨＯＵＳＥ
ＳＮＡＣＫＢＡＲ

軍 服冊0 Ⅷ
三宮ニューポートホテル地下
ＴＥＬ２３－－４１７１

ＤＲｌＮＫ１ＮＧ
亨・諺‘勇二／

Ｌ

ニューポートホテルの地下へ降りる。ずっと奥まったところに舵輪の
マークの扉を押す。レストハウス「ハーバー」はもとの赤ひげ後。壁は
神戸の山々をデザイン化した、赤、昔、緑の絵。かなり広い店内にカウ
ンターとボックス席。生バンドのリズムで、ポピュラーから歌謡曲、想
い出の曲がカッコよく唄える。マスターの上田さんは2 7 才。独身。学生
時代、アルバイトに大阪でバーテンを経験して以来８年。年は若いが頑
張っている。チーフの菅ちゃんは、英語ができるとあって入港中の外国
船員たちが話ができるのでモテルとか。藤岡、中井君とキャッシャーの
女の子をのぞくとハンサムボーイばかり。アベック、女性客も多い。
ビール2 5 0 円、テーブルチャージ2 0 0 円、サンドイッチ3 0 0 円、スパゲ

ティ3 0 0 円、午後6 . 0 0 ～午前3 . 0 0 迄。ハーバーの会員になりたい方は会
費６千円（有効期間６ケ月）ウイスキーボックスの利用ができるし、酒
類はここで実費販売。波止場に近く外人も多いし、唄がうたえるのが何
より楽しい。

，一・一 ' 一÷「三宮駅 ｡ ７－．．

－－－２→茎ﾀﾞﾄ１－園際会“
○

市役所－．に

|銅

ニューポートホテル
印､←地下ﾊ ｰ ﾊ ﾞ ｰ

高速自動車道路

』
生田区加納町４丁目３９－２３６６

阪急三宮の山側にある但馬銀行の北露路を入る。質屋の角をつきあた

ったところにあるスナックバー‘‘マゼラン，’は、神戸らしいミナト町の
ムードがいっぱいの店。カウンターとボックス席二つ。

ユ２月で３年目を迎えるが神戸のスナックのハシリだった。マスターの

香川さんをはじめ2 0 才ぐらいのバーテンさんが３人。すべて男性。

ジュークボックスがＲ＆Ｂの楽しい曲をかなでている。午後６時か
ら３時までの営業だからかなり深夜族が浸入してくる。ビール2 5 0 円、
サンドイッチ２００円。

若い女の子も、外人も、中年の紳士も一緒になって遊べるリラックス

な店だ。
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｢ 大正七年の長い夏」の一場面

糸
賀
一
雄
著

「
愛
と
共
感
の
教
育
」
予
約
申
込
み

申
込
み
先
Ｉ
東
京
都
文
教
区
本
郷
三
の

三
○
の
五
代
金
百
円
送
料
二
○
円

振
替
Ｉ
東
京
三
三
七
二
四
柏
樹
社

9６

代
表
の
阿
木
五
郎
氏
は
語
っ
て

い
る
。兵庫

県
劇
団
協
議
会
第
一
回

公
演
「
大
正
七
年
の
長
い
夏
」

ゆ
か
り

は
〃
米
騒
動
″
縁
の
地
・
神
戸

相
生
町
で
上
演
さ
れ
、
拍
手
の

嵐
の
中
で
幕
を
下
し
た
。

兵
庫
県
劇
団
協
議
会
の
第
二

回
公
演
を
期
待
し
た
い
。

☆
清
浄
な
環
境
ｌ
明
舞
団
地
に

給
食
セ
ン
タ
ー
で
き
る

田
園
都
市
、
明
舞
団
地
の
神

戸
側
、
狩
口
川
沿
い
に
、
西
舞

子
小
学
校
、
舞
子
中
学
校
の
棟

と
並
ん
で
、
神
戸
市
で
初
め
て

の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
、
正
式
に
は

神
戸
市
立
垂
水
共
同
調
理
場
で

活
動
は
、
一
月
九
日
か
ら
始
め

る
。
こ
れ
は
、
近
隣
の
七
つ
の

小
学
校
（
玉
津
第
二
、
西
舞
子

青
陽
養
護
、
東
垂
水
、
舞
子
、

高
丸
、
霞
ケ
丘
）
へ
の
給
食
を

い
っ
さ
い
取
扱
う
と
の
こ
と
。

従
業
員
は
、
調
理
員
か
ら
運

転
手
ま
で
含
め
て
二
十
数
名
で

従
業
員
の
た
め
、
休
養
室
・
娯

楽
室
が
隣
接
し
て
あ
る
。

こ
れ
ま
で
給
食
は
、
生
徒
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
当
番
制
で
手

☆
「
大
正
七
年
の
長
い
夏
」

縁
の
場
所
で
上
演
さ
れ
る

十
一
月
二
十
日
・
午
後
六
時

三
十
分
・
神
戸
海
員
会
館
の
シ

ー
ト
は
い
っ
ぱ
い
。

テ
ン
ポ
の
早
い
演
出
は
、
こ

の
地
．
こ
の
場
所
で
起
っ
た
五

○
年
前
の
神
戸
の
痛
み
を
い
き

い
き
と
蘇
え
ら
せ
た
。

「
予
想
以
上
の
観
客
を
動
員

で
き
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
、

内
容
の
面
白
さ
と
、
地
元
の
出

来
事
を
地
元
の
劇
団
が
取
り
上

げ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す

こ
の
合
同
公
演
と
い
う
試
み

が
、
広
く
深
く
隅
々
ま
で
根
を

下
す
地
方
文
化
の
向
上
へ
の
足

掛
り
と
な
れ
ば
：
…
・
」
と
劇
団

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

給食センター全景

「
糸
賀
一
雄
先
生
を
し
の
ぶ
会
」

精
神
薄
弱
児
の
父
と
し
た
わ
れ
て
お

ら
れ
た
糸
賀
一
雄
先
生
が
、
九
月
十
八

日
、
五
十
四
才
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

本
運
動
で
も
糸
賀
先
生
に
は
、
一
昨

年
九
月
の
つ
ど
い
の
講
師
と
し
て
、
パ

ス
見
学
会
で
近
江
学
園
を
訪
問
し
た
時

や
、
先
生
を
囲
む
会
や
運
動
の
し
お
り

に
ご
投
稿
ね
が
っ
た
り
し
て
、
直
接
間

接
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た

そ
こ
で
去
る
十
一
月
十
日
兵
庫
県
教

育
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
糸
賀
一

雄
先
生
を
し
の
ぶ
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。近

江
学
園
園
長
室
に
飾
っ
て
あ
る
糸

賀
先
生
の
写
真
を
お
借
り
し
て
舞
台
上

手
に
安
置
。
ま
ず
白
石
孝
之
青
陽
養
護

学
校
長
（
本
運
動
運
営
委
員
会
顧
問
）

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
「
糸
賀
先
生

の
お
い
た
ち
と
そ
の
生
涯
」
と
題
し
て

滋
賀
県
立
信
楽
学
園
長
、
池
田
太
郎
氏

の
講
演
が
あ
り
、
想
い
出
や
施
設
づ
く

り
の
苦
労
話
で
故
人
の
遺
業
を
し
の
ん

だ
。本

運
動
へ
の
献
金
は
、
一
○
○
円
と

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
書
き
添
え

て
左
記
の
事
務
局
へ
郵
送
し
て
下
さ
い

事
務
局
Ｉ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二

の
五
青
陽
養
護
学
校
内

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

電
話
（
理
）
一
五
五
九
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Ｆ､ 司

鴬

議識蕊鍵
･ 弱. .

バ
ス
連
絡
し
た
り
、
阪
神
へ
の

振
り
替
え
で
急
場
を
し
の
ぎ
、

応
急
処
置
後
も
最
徐
行
運
転
で

安
全
を
は
か
っ
て
き
た
。

同
暗
渠
は
流
水
量
が
少
な
く

大
雨
が
で
る
と
危
険
な
た
め
、

こ
の
工
事
で
と
り
壊
わ
し
、
新

し
く
堅
ろ
う
な
鉄
橋
に
つ
く
り

か
え
た
も
の
。
こ
の
た
め
工
事

る
。
足
を
天
に
向
け
て
「
イ
チ

ニ
イ
」
と
ハ
ッ
ス
ル
姿
の
市
長

さ
ん
。
あ
な
た
も
今
日
か
ら
体

操
人
間
に
な
っ
て
は
い
か
が
？

八
光
文
書
院
発
行
三
○
○
円
Ｖ

※
こ
の
本
は
神
戸
海
文
堂
書
店

だ
け
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

☆
阪
急
・
西
郷
川
鉄
橋
完
成

昨
年
神
戸
地
方
を
襲
っ
た
七

月
豪
雨
は
市
民
の
記
憶
に
ま
だ

新
し
い
が
、
こ
の
豪
雨
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
阪
急
電
車
西
灘

駅
東
の
西
郷
川
暗
渠
が
鉄
橋
に

改
築
さ
れ
て
完
成
し
た
。
速
度

制
限
も
解
除
さ
れ
、
さ
る
ｎ
月

即
日
午
後
４
時
を
期
し
て
一
年

四
カ
月
ぶ
り
に
平
常
運
転
に
も

ど
っ
た
。

こ
の
暗
渠
は
豪
雨
に
よ
っ
て

基
礎
部
が
さ
ら
わ
れ
、
一
週
間

は
ま
っ
た
く
不
通
と
な
り
、
そ

の
間
、
西
灘
、
阪
急
六
甲
間
を

,： “
・
”
Ｌ ､ 訴◇

, 磐品. 七9 . m ｰ ｑザｑ

西 郷 鉄橋

大
丸
神
戸
店
の
全
館
売
場
拡

張
・
新
装
が
昨
年
十
一
月
中
旬

完
成
し
、
そ
の
新
装
開
店
を
記

念
し
て
、
日
本
で
初
の
立
体
ウ

イ
ン
ド
ー
（
一
階
か
ら
四
階
ま

で
十
六
腕
七
五
壱
）
が
お
目
見

え
し
た
。
セ
ー
ル
ス
テ
ー
マ

〃
愛
と
光
の
ク
リ
ス
マ
ス
〃
に

ふ
さ
わ
し
く
、
バ
ロ
ッ
ク
建
築

様
式
の
真
白
い
教
会
が
き
ら
め

く
光
の
中
に
浮
び
上
り
、
そ
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
は
、
師
走
の
道
行
く
人
々

や
、
買
物
に
忙
し
い
人
々
に
夢

を
投
げ
か
け
た
。

☆
観
て
楽
し
い
詩
の
個
展

昨
年
ｕ
月
幻
日
ｌ
妬
日
、
さ

ん
ち
か
三
菱
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
小

島
清
隆
氏
の
詩
展
が
開
か
れ
た

小
島
氏
は
板
宿
小
学
校
の
教
歴

十
七
年
の
先
生
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
〃
ひ
ら
が
な
〃
ば

か
り
、
そ
の
言
葉
に
適
わ
し
い

彩
色
画
、
写
真
そ
し
て
生
花
と

ど
れ
も
が
お
互
に
助
け
合
っ
て

こ
の
詩
展
を
構
成
し
て
い
た
。

「
誰
の
心
の
中
に
も
詩
情
は

は
阪
急
と
神
戸
市
の
共
同
で
、

総
工
事
費
は
七
千
四
百
万
円
、

こ
の
う
ち
神
戸
市
が
四
千
万
円

を
負
担
し
た
。

☆
日
本
で
初
め
て
の

立
体
ウ
イ
ン
ド
ー
お
目
見
え

》
》

混診噸霞駕篭瀞 ■
『ｂ

や

完
輪和

ロ

イ
ン
チ
キ
む
ち
打
ち
症
は
一
回
限
り

車
に
乗
っ
て
い
て
オ
カ
マ
を
さ
れ
た

ら
、
ど
ん
な
に
軽
い
追
突
で
も
、
当
て

ら
れ
た
方
に
乗
っ
て
い
た
人
は
「
首
が

痛
い
」
と
う
っ
た
え
れ
ば
、
い
ま
流
行

の
「
む
ち
打
ち
症
」
と
い
う
診
断
を
医

者
が
し
て
く
れ
る
。

「
む
ち
打
ち
症
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
本
人
の
自
覚
症
状
だ
け
で
入
院
し

て
も
、
三
食
、
テ
レ
ビ
、
昼
寝
つ
き
、

し
か
も
治
療
中
の
給
料
全
額
と
、
一
日

千
円
以
上
の
慰
謝
料
は
、
文
句
な
し
に

自
動
車
保
険
で
支
払
っ
て
く
れ
る
。
こ

れ
じ
ゃ
、
サ
ポ
リ
の
人
な
ら
退
院
し
て

働
ら
く
の
が
イ
ヤ
に
な
る
の
は
当
然
で

あ
る
。そ

の
上
、
病
院
に
よ
っ
て
は
、
全
然

悪
化
す
る
心
配
が
な
く
て
、
も
っ
と
も

手
間
の
か
か
ら
な
い
患
者
で
あ
り
、
治

療
費
は
「
自
費
患
者
」
扱
い
で
、
税
金

は
ご
ま
か
せ
る
し
、
点
数
で
し
ば
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
自
動
車
保
険
で
完
全
に

回
収
で
き
る
。

と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
チ

キ
「
む
ち
打
ち
症
」
で
、
長
期
間
入
院

す
る
者
が
ず
い
ぶ
ん
多
い
。

こ
れ
ら
の
悪
質
な
「
む
ち
打
ち
」
患

者
を
防
ぐ
た
め
、
、
最
近
保
険
会
社
は
次

の
よ
う
な
手
段
を
考
え
だ
し
た
。

た
い
し
た
追
突
事
故
で
も
な
い
の
に

二
カ
月
も
三
カ
月
も
治
療
し
て
い
る
「

む
ち
打
ち
」
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
本
人
が
、
こ
こ
二
、
三
年
前
に
、
同

じ
よ
う
な
軽
い
追
突
事
故
で
、
長
期
間

入
院
し
、
診
料
や
、
慰
謝
料
を
二
十
万

円
以
上
受
け
と
っ
た
前
歴
が
あ
る
か
？

ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
イ
ン
チ
キ

む
ち
打
ち
症
で
、
高
額
な
休
業
補
償
や

慰
謝
料
を
ポ
ッ
タ
く
る
の
は
一
回
し
か

で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
加
害
者
に
な

っ
て
困
っ
て
い
る
人
は
「
神
戸
っ
子
」

の
編
集
部
を
通
じ
て
、
私
に
相
談
し
て

ほ
し
い
。

☆
活
気
を
帯
び
て
き
た

中
山
手
通
・
北
野
町

静
か
な
住
宅
街
が
多
か
っ
た

北
野
町
、
中
山
手
通
辺
り
が
急

に
昼
も
夜
も
活
気
を
帯
び
て
き

た
。
東
へ
東
へ
の
び
て
き
た
繁

華
街
が
山
へ
、
北
に
向
っ
て
の

び
て
帯
の
巾
が
広
く
な
っ
た
と

い
え
鞍
う
か
。
顔
を
し
か
め
る

ホ
テ
ル
街
も
一
応
規
制
さ
れ
た

今
ま
で
は
「
北
野
ク
ラ
ブ
」

「
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
」
「
に
し

む
ら
」
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
が
、

「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」
「
ヴ
ァ
レ
ン
タ

イ
ン
」
「
や
な
が
せ
」
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
イ
ー
グ
ル
」
「
ブ
ル
ー
リ
ポ

ン
」
「
ガ
ス
ラ
イ
ト
」
「
万
寿
殿
」

「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
「
山
の
手
」

「
三
鶴
」
「
い
ろ
り
や
」
「
ビ
ス

ビ
ー
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
ら

鍵
謬
蕊
舞
蕊

潜
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
触
れ

る
た
め
に
は
、
難
解
な
言
葉
よ

り
も
や
さ
し
い
言
葉
を
、
そ
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
を
明
解
に
す
る

た
め
に
、
絵
、
写
真
を
共
に
並

べ
た
訳
で
す
。
誰
に
も
解
っ
て

も
ら
え
る
詩
を
…
…
」
と
い
う

意
図
の
通
り
、
小
学
生
か
ら
母

親
達
ま
で
二
千
人
程
の
観
賞
者

が
あ
っ
た
。

9７

大丸の立体ウインドー

目で見る詩展

☆ドライバーメモ
川口陽之
（自動車評論家）
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シベールでのショー風景

ミ

し
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
面
白

い
個
性
的
な
店
が
現
わ
れ
て
い

る
。
洋
装
関
係
で
は
メ
ー
カ
ー

の
「
キ
ャ
ロ
ル
」
な
ど
も
し
ゃ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
。
「
シ
ベ
ー

ル
」
も
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
可
愛
い

い
店
。
こ
の
シ
ベ
ー
ル
が
「
ガ

ス
ラ
イ
ト
」
の
４
階
で
小
さ
な

シ
ョ
ー
を
開
き
、
プ
レ
タ
ポ
ル

テ
を
紹
介
し
た
り
、
香
水
の
話

を
き
か
せ
た
。

空
と
山
の
見
え
る
中
山
手
．

北
野
近
辺
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

散
歩
を
か
ね
た
町
と
し
て
発
展

し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
か
な
り
店
が
個
性
的
で
あ

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
…
。

☆
晩
秋
に
描
か
れ
た
港
の
絵

横
塚
繁
油
絵
個
展

室
之
園
忠
雄
個
展

神
戸
で
相
次
い
で
、
港
を
テ

ー
マ
に
し
た
個
展
が
開
か
れ
た

ｎ
月
妬
日
ｌ
加
日
、
そ
ご
う

８
階
画
廊
で
、
東
京
で
数
々
の

難
誌
の
表
紙
並
び
に
挿
絵
を
描

き
、
雑
誌
・
オ
ー
ル
関
西
に
も

挿
絵
を
描
い
て
好
評
だ
っ
た
、

神
戸
生
ま
れ
の
横
塚
繁
氏
（
二

紀
会
）
が
個
展
を
開
い
た
。
横

塚
氏
は
、
神
戸
小
学
校
、
神
戸

中
学
校
と
、
青
年
期
を
神
戸
で

過
し
、
氏
の
描
く
港
の
絵
も
、

故
郷
へ
の
愛
着
が
に
じ
み
で
た

も
の
で
あ
る
。
鮮
や
か
な
ブ
ル

兵
庫
県
に
三
大
臣
誕
生

原
健
三
郎
八
兵
庫
二
区
Ｖ

が
労
働
大
臣
、
河
本
敏
夫
Ａ

兵
庫
四
区
Ｖ
が
郵
政
大
臣
、

有
田
喜
一
Ａ
兵
庫
五
区
Ｖ
が

国
務
大
臣
、
防
衛
庁
長
官
と

兵
庫
県
の
出
身
議
員
か
ら
三

人
の
大
臣
が
誕
生
し
た
。

原
健
三
郎
氏
は
変
り
種
の

花旧寺計

－
に
点
々
と
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
が

見
る
人
を
立
止
ま
ら
せ
て
い
た

喧
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ

ー
テ
ィ
に
は
、
山
崎
朔
三
、
高

田
卓
和
、
青
木
重
雄
、
黒
部
亨

鴨
居
玲
、
青
木
一
夫
、
赤
尾
兜

子
、
伊
藤
誠
、
松
本
宏
、
石
橋

直
樹
氏
を
は
じ
め
、
横
塚
氏
の

交
際
範
囲
を
表
わ
す
集
い
と
な

っ
た
。
神
戸
時
代
の
想
い
出
話

の
で
る
な
ご
や
か
さ
が
溢
れ
た

一
が
、
ｎ
月
即
日
ｌ
訓
日
ま

で
、
寿
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て

松
蔭
高
校
の
書
道
の
先
生
を
し

て
い
る
室
之
園
忠
雄
氏
が
、
過

去
の
書
道
と
異
な
り
、
水
彩
画

の
個
展
を
も
っ
た
。

書
道
と
絵
画
と
が
そ
れ
ぞ
れ

独
自
性
を
持
っ
て
い
て
も
、
芸

術
の
流
れ
に
関
し
て
は
、
心
の

中
で
調
和
し
て
い
る
も
の
、
と

軽
い
タ
ッ
チ
の
港
の
絵
を
背
景

に
、
室
之
園
氏
は
述
べ
た
。

雷

#§Ｉ
Ｉｆｊ

☆
コ
ウ
ベ

ム
ー
ビ
ー
・
コ
ー
ナ
ー

『
チ
キ
・
チ
キ
バ
ン
・
バ
ン
」

少
し
頭
の
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
、

夢
見
る
よ
う
な
発
明
家
の
ポ
ッ
ッ
（
デ

イ
ッ
ク
・
パ
ン
・
ダ
イ
ク
）
は
危
う
く

ジ
ャ
ン
ク
屋
の
解
体
炉
へ
放
り
込
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
た
ポ
ン
コ
ッ
自
動
車
の

チ
キ
・
チ
キ
バ
ン
・
パ
ン
を
も
ら
い

受
け
、
一
生
懸
命
手
を
加
え
て
、
オ
ン

ポ
ロ
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る

と
こ
ろ
が
こ
の
チ
キ
号
は
、
意
外
な
魔

力
を
持
っ
た
車
だ
っ
た
。
突
然
ホ
ー
バ

ー
ク
ラ
フ
ト
に
早
変
わ
り
し
て
波
の
上

を
滑
る
よ
う
に
走
り
は
じ
め
た
り
、
翼

と
プ
ロ
ペ
ラ
を
車
体
か
ら
つ
き
出
し
、

空
中
高
く
舞
い
上
っ
た
り
の
奇
想
天
外

な
威
力
を
発
揮
し
て
の
大
活
躍
。
「
０

０
７
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
極
彩
色
の
夢
を

の
せ
大
画
面
に
爆
発
さ
せ
た
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
な
大
冒
険
映
画
。

タ
レ
ン
ト
議
員
と
い
わ
れ
て
は
政
治
疎
遠
の
と
こ
ろ
と
い
一

い
る
が
古
参
選
手
で
政
界
通
わ
れ
て
き
た
し
兵
庫
県
も
そ
｜

そ
の
行
動
力
は
高
く
評
価
さ
の
類
い
で
あ
っ
た
。

れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
戦
後
二
十
年
に
し
て
中
央
一

有
田
喜
一
氏
は
実
直
な
ス
で
花
が
開
い
た
の
だ
。
地
元
一

タ
イ
ル
の
人
で
努
力
家
だ
と
が
三
大
臣
の
活
躍
に
期
待
を
一

い
わ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
人
寄
せ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
一

に
は
も
ち
ろ
ん
馴
染
の
深
い
特
に
兵
庫
県
は
明
石
架
橋
一

人
で
あ
る
。
関
西
新
国
際
空
港
な
ど
世
界
一

郵
政
大
臣
に
な
っ
た
河
本
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
一

敏
夫
氏
も
誠
実
な
人
柄
で
通
て
い
る
時
な
の
だ
。
一
致
し
一

っ
て
い
る
議
員
、
も
と
も
と
て
中
央
で
の
兵
庫
県
の
レ
ベ
ー

船
舶
会
社
の
経
営
者
だ
か
ら
ル
ァ
ッ
プ
に
努
力
し
て
も
ら
一

着
実
で
手
腕
も
あ
る
と
い
う
い
た
い
。
砂
田
重
臣
氏
も
政
一

議
員
な
の
だ
。
務
次
官
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
一

い
づ
れ
に
し
て
も
地
元
で
こ
と
が
決
定
し
た
。
躍
進
神
一

は
こ
の
三
大
臣
の
誕
生
は
大
戸
の
推
進
力
に
な
っ
て
も
ら
一

歓
迎
で
あ
る
。
由
来
、
関
西
い
た
い
も
の
だ
。
Ａ
Ｙ
Ｖ
－

9８

出
演
は
、
バ
ン
・
ダ
イ
ク
の
他
に
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
サ
リ
ー
・
ア

ン
・
ホ
ウ
ズ
が
ヒ
ロ
イ
ン
に
抜
擢
さ
れ

ラ
イ
フ
ォ
ネ
ル
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
、
ゲ

ル
ト
・
プ
レ
ー
・
へ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
・
ジ
ャ
ス
テ
ス
、
ロ
バ
ー

ト
・
ヘ
ル
プ
マ
ン
な
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
が

顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

十
二
月
十
八
日
よ
り
、
新
聞
会
館
大

劇
場
に
て
、
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
中
。

・
毎
月
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で

十
名
様
を
試
写
会
に
ご
招
待
し
ま
す
。

●
調
沖
．
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